
▼ 将来にむけて、計画によりどのような課題を解決しなければならないのか

・人口密度の低下が進行（暖色系から寒色系）し、特に郊外の市街地の

低下が顕著となっています。

※１ヘクタール（ha・100m×100m）当たりの人口で、
人の混み具合を表す指標
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＜現状＞ ＜将来見通し＞

◆地域別の人口密度※（現状）

• 本市は、一定程度コンパクトな市街地が形成され利便性が確保されていますが、このままの市街地の広がり（規模）では将来の人

口減少により、まちの活力やにぎわい、生活利便性の低下が懸念されます。

• 本計画は将来目指す都市計画（コンパクト・プラス・ネットワークの都市構造）の実現に向け、「居住」、「都市機能」、「交通

ネットワーク」の３つの視点で、人口などの都市の状況分析の結果等から解決すべき課題を抽出しました。

図 小樽市の地勢（３D）

• 現在、本市の市街化区域（面積4,288ha）は、市域（面積24,383ha）

の約１／５を占め、主要な幹線道路（国道５号等）沿線やその周辺に

市街地が広がり、既に一定程度コンパクトな市街地が形成されている

状況にあります。

◆日常生活のサービス水準（現状）
・同規模程度都市平均（以下「他都市」という。）と比較して高い生活
サービス水準が確保されており、生活利便性の高さが伺えます。

55.7

40.8

31.7 32.1

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

小樽市 江別市 北見市 同規模程度

都市平均

日常生活サービス圏【％】

55.7%

40.8%

31.7%

全国の同規模
程度都市平均

32.1%

日常生活サービス施設の徒歩圏人口カバー率※（%）

資料：国土交通省「都市モニタリングシート」より

国勢調査人口データ（H27）などを用いて作成
※ 日常生活サービス施設徒歩圏人口カバー率

・医療施設、福祉施設、商業施設の徒歩圏（800ｍ）
を重複して満たす圏域内人口比率

◆公共交通の利用状況（現状）
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・通勤通学の公共交通（鉄道・バス）の利用割合が高く、特にバス利用
は他都市を大きく上回り、市民生活に欠かせないものとなっています。

資料：令和2年国勢調査

通勤・通学の交通分担率（％）

道内の同規模
程度都市平均

● 都市構造上の特性

● 計画により解決すべき課題（以下は分析結果の一部であり、その他の分析結果や言葉の定義等は、本編第2章参照）

▼ 課題解決に向け、どのようなまちづくり、都市構造を目指すのか

 前述の３つの視点での課題の解決に向けて、「まちづくりの目標（目指す将来都市像）」と、これを実現するための「まちづ

くりの方針（ターゲット）」、「誘導等の方向性（ストーリー）」を以下のとおり設定し、「居住」、「都市機能」、「交通

ネットワーク」の３つの視点から、人口減少や少子高齢化などの社会動向に対応し、安全・安心で快適な暮らしを持続可能と

する効率的なまちづくりを目指します。

自然と人が紡ぐ笑顔あふれるまち小樽※

~あらたなる100年の歴史へ~

まちづくりの目標（目指す将来都市像）

まちづくりの方針（ターゲット）

持続可能で効率的なまちづくり※

※「第7次小樽市総合計画」と共有

居住の誘導・集約と連携を図りながら、

誰もが将来にわたって利便性を享受で

きるよう、各拠点に、その役割や地域

特性に応じた都市機能を確保します。

拠点間や拠点等を中心とした日常生活

圏の移動を支える持続可能な交通ネッ

トワークの形成を図ります。

小樽市地域公共交通網形成計画にお

ける取組みと連携を図りながら、基

幹的公共交通軸を中心とした持続可

能な交通ネットワークの形成を図り、

将来にわたって拠点間や日常生活圏

における円滑な移動を確保します。

各地域の成り立ちや特性、将来の役

割を見据えながら、中心拠点と、こ

れを補完する複数の拠点を配置し、

適切な役割分担のもと、必要とされ

る都市機能を維持・誘導し集約する

ことで、新旧の都市機能が調和し、

将来にわたって人が集い、にぎわい

あふれる魅力的な拠点を中心とした

市街地の形成を目指します。

—誘導等の方向性—
（ストーリー）

居住者の安心で快適な暮らしと地域の

つながりを持続可能とする、地域特性

に応じた拠点等を中心とした日常生活

圏の形成に向け、ゆるやかに居住を誘

導・集約します。

本市固有の多彩な地域資源や空き家

等の既存ストックなどを生かしつつ、

拠点やその周辺、基幹的公共交通軸

沿線に、住みよい環境をつくりなが

ら、居住をゆるやかに誘導・集約す

ることで、”小樽ならではの住みよ

さ” が備わった居住地の形成を目指

します。

図 都市の骨格構造図（１３拠点と基幹的公共交通軸）

 第2次小樽市都市計画マスタープランを踏まえ拠点を設定するとともに、中心拠点（小樽駅周辺）を中心として、海岸沿いなど

に配置された複数の地域拠点等（全13拠点）が基幹的公共交通軸※を介して結ばれた構造とします。

● 立地適正化に関する基本的な方針

● 本市が目指す都市の骨格構造

 本計画の計画期間はおおむね２０年後（令和21（2039）年）としますが、その先の将来（４０年後）を考慮し、持続可能な

都市の発展を今後も支えるため必要となる「都市の骨格構造」を下記のとおりとします。

• 本市は、日本海に面し、ＪＲ小樽駅周辺の中心市街地を中心として、東西に細長く約69kmに及ぶ海岸線に沿う形で、東側の札幌市に隣

接する銭函地域には銭函や桂岡町など、西側の塩谷地域には豊かな自然に囲まれた蘭島や塩谷などの市街地が飛び地で形成され、その

背後には山岳丘陵地が迫っているため、坂が多く平坦な土地が極めて少ない特有の地形をなしています。

—誘導等の方向性—
（ストーリー）

—誘導等の方向性—
（ストーリー）

居住に関する方針 都市機能に関する方針 交通ネットワークに関する方針

※「第２次都市計画マスタープラン」の基本目標と共有

※  基幹的公共交通軸 : 将来にわたり一定以上のサービス水準を確保する中心拠点を中心として、各拠点や札幌圏等とを結ぶ交通軸
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都市の骨格構造図

◆地域別の人口密度※（将来見通し）

・暖色系（40人/ha以上）が一定の広がりを見せています。

居住誘導区域の設定 都市機能誘導区域の設定 基幹的公共交通軸の設定将来に向け解決すべき課題への対応

 居住の誘導・集約による人口密度の維持・確保

 地域特性等に応じた住環境の維持・形成

 安全・安心に住み続けられる居住地の形成

 地域の拠点における都市機能の維持・誘導による集約

 中心市街地等における活力と魅力の維持・向上

 持続可能な拠点間交通ネットワークの形成

 拠点等の形成と連携した交通環境の維持・充実

【参考】 住宅用地全域の将来人口密度は、都市計画法施行規則（1969年建設省令第 49 号）

に定める既成市街地の人口密度の基準である１ヘクタール当たり40 人を下回らない

こととすべきとされています。（資料 : 都市計画運用指針・国土交通省）

視点「居住」

視点「都市機能」

視点「交通ネットワーク」
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資料: 小樽市航空写真（令和６年度小樽市撮影）

※データを加工して使用

資 料２

修正箇所
※計画（案）[概要版] は、

審議会当日、机上配布いたします。


